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霧粒径分布曲線の捕捉卒による補正について後

菅谷重 ー-lキ*

S 1，緒言

霧の性質を示すー要素として，粒径分布曲棋がよく用びられてゐる.とのrJlJ線は多数の霧粒に

ついてその直径dを測り ，dと d十L1dとの聞にちる粒の数%左算へ，dと"との間の関係を示

したものでるあ.

此の分布曲椋が霧の性質のー要素を示すものと考へられるにはp 一つの{限定かはいってゐる.

それは天然の霧粒のうち大小各種の粒が時同じ比率で捕へられて観測されたといふ椴定でるる.

霧粒の測定に一番多く用びられるのは油膜法で遣うるがp 此θ場合霧粒が如何たる方法で油膜上に

捕へられたかが問題とたる.普通幅 2-3cm，長さ 5cm程度の硝子板上にirsを塗ってP それを

気流にさらして霧粒を捕へてゐる場合が多いがp この方法で、は小粒の霧は気流に乗って逃げてし

まふ虞れが十分ある.

その黙を考慮して Hagem3nnは霧粒を含む大気の一定量を吸入する方法Zと推賞し，小口氏は

その方法を更に改良した.しかし此の方法でも風が強い時は吸入器の口の所で小粒子が逃げる虞

れがある.それで筆者は硝子板の尖端を幅 2-3mmに細長く割ったものを用ひ，その尖端¥'C油

膜を塗り，板を風向に斜めに露出して霧粒を採取した.此の方法に上ると，可成り小さい粒まで

よく捕へるととか出来るが，それで、も猶小さい粒は幾分は逃げることが考へられろので，捕捉率

に上る補正がどの程度に放くかを賢例について調べてみた.その結果は此の程度の注意を梯って

も，猶可成りの補Eを要するととが判った.

S 2.捕捉率の計算蛙に補正の例

園桂についての捕捉率αは Bleeker，Albrecht，今井氏等の理論的研究に上ってP
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後北海道大拳低温科挙郁究所業績主主 38波.
掛低温科，軍基研究所.
(1〉 V.Hagemann:Ger1.BEItr.Geophys-，46(l936〕， 261.
(2) 小口八郎: 低温科恩，第2斡.
e3) 今井一良11: 気象集誌，第2斡，第 19巻(昭和 16左手)， 217頁.
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たることが分ってゐろ.α は主主粒宇径，V は風速，R は園柱の宇径で遣うる. これに上ると霧粒

が小さくなるほど，逃げる粒が著しく多くなり，分布曲椋は極大値の左側がもっと高く主主るべき

ととが分o.

寅例についてその補JEを行ふ場合，先づ粒の捕捉に用びた硝子板を直径3粍の園署曜と椴定し

た.これは可成り無理主主イ限定の犠であるが，前遺した様に幅2-3mmの硝子板を気浦中に斜に置

いたので，震、|祭の風向断面はもっと小さくたる.それと硝子板の背面に生ポる渦流等の影響とを

考慮してP 一日主とのf限定があてはまるものと考へ，賓浪Ij値について楠Eをしてみた.風速Yは採

取の所より 1.5m高い位置にあった P ビンソン風速計の採取時における 10分間の平均値を用

ひる事にした.以上の如き椴定を用ひて全部の霧について夫々の風速における捕呪率を求めて見

V.  ... ... _ _.. ~，. v 
た.計算には先づE云笠出し，今井氏の論文に載っτゐる E云と α との関係を示ナ曲椋か
ら， αZと求めた.今霧献況の比較的明瞭完工場合としてP 分布曲線が小粒の多い場合，左右釘線の

場合p 大粒の多い場合，の3極の例について，捕捉率を計算してみた.その値2と第1去に示す.

第 表

小粒の多い例
風速 19.5m/sec 

l直径
(μ〉

左右釘線の例
風速 8.0mjsεc 

大粒の多い例
胤法 9.0mfsec 
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小粒の多い例で直うるがp貴国j分布曲棋と並べて各粒径に相営ナる捕捉率 αを描き，寅測霧粒数

の分布と補正霧粒数 110=旦の分布とを比較して見た.他の2伊jについても同様に第2園y 第3α 

とれらの圃から

霊室粒径分布曲線の拾挺$による補Eについて

園。を作った.

(測定した霧粒総数)+(補E曲線上り算出した霧粒組敷)=1'
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左右章者線の例

天然の霧粒中 80-60%，程度がを計算して見ると，

捕捉されてゐる事が判った.

~)、上の 3 例に於て補E出掠の形l~土杢盟的;乞見τ賓
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測曲線とよく一致してゐる.それで定性的の問題を

論すさる場合には，此の補正は必デしも必要でたいか

も知れないか定宜的主主計算をする場合にはp 此の捕捉互容による補正が必要で、ある.大粒子部分の

捕捉朕態は第1圃の例に見られる如く，賢-Sqi]]直と補正値と殆んど数%の範闇内で極めて上〈一芳

30μ 

1'=60.5% 

25 20 15 

プミ粒の多い例

5 10 
一一ー直f呈

第3園

それで直径 15μ 以上の霧粒についてはあまり問題には主主ら主主い.してゐる.

此の補正は風速が強い時にidl膜上に大小各種の霧粒をたるべく完杢に採らうとする時に必要ー左

さういふ時の観測には此の注意をナるこのである.高山頂上たどでは風が強い場合が多いので3

とが大切で、あると思はれる.

本研究は文部省寧術研究舎議霧研究班の仕事の一部として中谷教授の指導の下に行ったもので

ある.
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